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50mM MU RZT US> (pH74) . 0.15M NaCl, 40%45 ) tn—)L, 0.01%7 o+ KU D
L, 0.05%fRER VNV E

FT4 =T 1 —FER

WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,ICC/IF 1:50-1:200

Calculated MW: 65 kDa; Observed MW: 45-80 kDa

BIN1

BIN1; AMPHL; Myc box-dependent-interacting protein 1; Amphiphysin Il; Amphiphysin-like
protein; Box-dependent myc-interacting protein 1; Bridging integrator 1
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	背景
	この遺伝子は、核細胞質アダプタータンパク質の複数のアイソフォームをコードしており、そのうちの1つは、腫瘍抑制因子としての特徴を持つMYC相互作用タンパク質として最初に同定されました。中枢神経系で発現するアイソフォームは、シナプス小胞エンドサイトーシスに関与し、ダイナミン、シナプトジャニン、エンドフィリン、クラスリンと相互作用する可能性があります。筋肉で発現するアイソフォームと普遍的に発現するアイソフォームは、細胞質と核に局在し、カスパーゼ非依存性のアポトーシス過程を活性化します。マウスを用いた研究では、この遺伝子が心筋の発達に重要な役割を果たすことが示唆されています。この遺伝子の選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする10個の転写バリアントが生成されます。腫瘍細胞株で発現する異常なスプライスバリアントも報告されています。
	研究分野
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	BIN1抗体とDAPI（青）を使用したU87-MGのBIN1（緑）の免疫細胞化学分析。
	

	BIN1 抗体を使用したラット脳、マウス筋肉溶解物中の BIN1 のウェスタンブロット分析。
	

	BIN1抗体を用いたラット脳溶解物中のBIN1のウェスタンブロット分析
	

	BIN1 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

